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貝
原
で
育
っ
た
少
年
時
代

　

生
田 
長

江
 （

本
名
＝ 
弘
治 
）
は

ち
ょ
う
こ
う 

ひ
ろ
は
る

明
治　

年
（
１
８
８
２
年
）、
父
喜

１５

平
治
、
母
か
つ
の
三
男
と
し
て
貝

原
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

信
心
深
い
旧
家
に
育
っ
た
長
江

は
、
子
供
時
代
を
「
毎
晩 
燈
明 
を

と
う
み
ょ
う

上
げ
、
祭
日
毎
に
神
酒
を
供
え
て

 
合
掌 
し
た
り
拍
手
を
な
ら
し
た
り

が
っ
し
ょ
う

し
な
が
ら
無
慮
三
四
十 
箇
処 
の
仏

か
し
ょ

壇
や
神
棚
を
礼
拝
し
て
回
る
父
に
、

そ
の
燈
明
や
神
酒
の
手
伝
い
を
す

る
の
は
、
私
達
子
供
の
順
々
に
引

き
受
け
さ
せ
ら
れ
た
役
目
で
あ

る
」
と
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

明
治　

年
（
１
８
９
５
年
）、
日

２８

野
郡
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
延

暦
寺
（
根
雨
）
の
松
本
大
典
和
尚

に
漢
学
を
教
わ
っ
た
り
、
農
業
を

手
伝
っ
た
り
し
な
が
ら
過
ご
し
て

い
た
長
江
は
、
翌
年　

月
、
兄
貞

１２

二
郎
の
後
を
追
っ
て
大
阪
へ
行
き
、

明
治　

年
（
１
８
９
７
年
）
５
月

３０

に
大
阪
桃
山
学
院
に
入
学
し
ま
し

た
。

　

歳
で
上
京
、

１７上
田
敏
ら
の
教
え
を
受
け
る

　

そ
の
後
、
明
治　

年
（
１
８
９

３２

９
年
）
４
月
に
上
京
、
青
山
学
院

中
学
部
へ
入
学
、
そ
の
後
第
一
高

等
学
校
を
経
て
、
同　

年
（
１
９

３６

０
３
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
（
現

東
京
大
学
）
哲
学
科
に
入
学
し
、

詩
人
の
上
田
敏
、
英
国
か
ら
帰
国

し
た
ば
か
り
の
夏
目
漱
石
ら
の
教

え
を
受
け
ま
し
た
。

　

明
治　

年
（
１
９
０
６
年
）、

３９

「
芸
苑
」
４
月
号
に
「
風
葉
論
」

を
書
い
た
時
に
上
田
敏
か
ら
「
長

江
」
と
い
う
新
し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
与
え
ら
れ
、
同
年
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。

女
性
解
放
運
動
の
き
っ
か
け
を

つ
く
る

　

明
治　

年
（
１
９
０
７
年
）、
成

４０

美
女
学
校
の
英
語
教
師
で
あ
っ
た

長
江
は
、
結
婚
し
て
千
駄
ヶ
谷
の

与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
隣
に

移
り
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
晶
子

ら
と
と
も
に
校
内
に
「 
閨

秀
 文
学

け
い
し
ゅ
う

会
」
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
聴
講

者
の
中
に
は
、
後
に
女
性
解
放
運

動
家
と
な
る
平
塚 
明 （
ら
い
て
う
）

は
る

が
い
ま
し
た
。

　

明
治　

年
（
１
９
１
１
年
）、
ら

４４

い
て
う
は
女
性
だ
け
の
文
学
誌

『 
青
鞜 
』
を
長
江
の
勧
め
で
創
刊
、

せ
い
と
う

こ
の
後
の
女
性
解
放
運
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ら
い
て

う
が
創
刊
号
に
寄
せ
て
書
い
た

「
原
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ

た
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
言
葉

で
す
。
ま
た
「
青
鞜
」
と
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
知
的
な
女
性
た
ち
が
は

い
て
い
た
「
青
い
靴
下
」
に
ち
な

ん
で
長
江
が
名
付
け
た
も
の
で
す
。

翻
訳
家
と
し
て
も
活
躍

　

長
江
は
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
哲
学

者
、
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
を
翻
訳
し

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
長
江
は
ニ
ー

チ
ェ
に
興
味
を
持
ち
、
明
治　

年
４４

（
１
９
１
１
年
）、
ニ
ー
チ
ェ
の

『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
翻
訳

を
出
版
し
た
の
を
は
じ
め
、
大
正

４
年
（
１
９
１
５
年
）
か
ら
『
ニ

イ
チ
ェ
全
集
』
の
翻
訳
に
取
り
掛

か
り
、
以
後　

年
を
か
け
て
完
訳

１５

し
、
日
本
で
の
ニ
ー
チ
ェ
研
究
の

第
一
人
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
『
死

の
勝
利
』、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
な

ど
の
翻
訳
を
多
く
出
版
し
て
い
ま

す
。

苦
し
み
と
戦
い
な
が
ら

執
筆
活
動
を
続
け
た

　

大
正
６
年（
１
９
１
７
年
）６
月
、

妻
の
藤
尾
が
病
死
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
創
作
を
始
め
た
長
江

は
、
同
年
８
月
に
戯
曲
「
円
光
」

を
発
表
、
そ
の
後
も
数
々
の
評
論
、

小
説
な
ど
を
次
々
に
発
表
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

大
正　

年（
１
９
２
３
年
）９
月
、

１２

長
江
は
関
東
大
震
災
で
被
災
、
自

宅
を
は
じ
め
蔵
書
や
日
記
、
写
真

な
ど
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
長
年
の
病
気
も

悪
化
、
病
床
で
の
執
筆
活
動
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
苦
し
み
の
中
、
長
江
は

仏
教
の
救
い
に
新
し
い
悟
り
の
道

を
開
き
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８

年
）
頃
か
ら
、
小
説
『
釈
尊
伝
』

の
準
備
に
没
頭
し
ま
す
。

　

晩
年
の
長
江
は
失
明
し
、
原
稿

も
筆
を
持
っ
て
自
ら
書
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
な
お
『
釈
尊
伝
』
執
筆

に
執
念
を
燃
や
し
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
（
１
９
３
６
年
）
１

１１

月　

日
、
長
江
は　

歳
で
死
去
、

１１

５４

最
後
の
創
作
と
な
っ
た『
釈
尊
伝
』

は
、
つ
い
に
完
結
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
江
の
業
績
を
伝
え
る
顕
彰
会

　

評
論
家
、
思
想
家
、
翻
訳
家
、

創
作
家
な
ど
、
長
江
の
多
彩
な
文

化
活
動
の
底
に
あ
っ
た
の
は
、

「
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い

う
命
題
で
し
た
。

　

そ
の
思
想
や
業
績
を
研
究
し
、

ま
た
後
世
に
残
そ
う
と
、
長
江
の

死
か
ら　

年
が
経
っ
た
昭
和　

年

２０

３２

（
１
９
５
７
年
）、
門
弟
だ
っ
た

佐
藤
春
夫
、
伊
福
部
隆
彦
ら
を
顧

問
に
迎
え
、
郡
内
有
志
に
よ
る

「
生
田
長
江
顕
彰
会
」
が
発
足
し
、

長
江
作
品
の
出
版
や
講
演
会
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和　

年
（
１
９
５

３３

８
年
）、
顕
彰
会
発
足
の
目
的
の

ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
顕
彰
碑
が
、

長
江
が
少
年
時
代
に
感
化
を
受
け

た
延
暦
寺
の
境
内
に
建
立
さ
れ
、

長
江
の
偉
業
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
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町図書館所蔵の長江作品。「ニイチェ全集」をはじめ多くを閲覧できる。
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長
江
研
究
の
き
っ
か
け

 　

県
内
出
身
の
著
名
人
と
し
て
注

目
し
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
、　

年
１２

ほ
ど
前
か
ら
細
々
と
勉
強
し
て
い

ま
し
た
が
、
長
江
の
お
孫
さ
ん
や

親
類
の
方
と
縁
あ
っ
て
知
り
合
い
、

本
格
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
江
の
魅
力
・
そ
の
思
想
と
は

 　

長
く
研
究
を
続
け
て
き
て
感
じ

た
こ
と
は
、
長
江
は
本
当
に
人
を

大
切
に
思
い
、
そ
れ
に
全
力
を
尽

く
し
て
き
た
生
き
様
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

長
江
の
思
想
は
時
が
経
つ
に
つ

れ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
根
本

で
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
思
い
は
「
一
の
信
條
」
の

言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
長
江
は
、
い
わ
ゆ
る
「
真
・

善
・
美
」
よ
り
も
う
一
歩
深
め
た
、

祈
り
･
感
謝
な
ど
の
も
っ
と
宗
教

的
な
も
の
「
聖
」
に
よ
っ
て
一
体

と
な
る
と
。

 

長
江
研
究
の
こ
れ
か
ら

 　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
よ
う
に
、
県
が
主
体
と

な
っ
て
長
江
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、　

年
も
前
に
膨
大
な
資

５０

料
を
整
理
し
て
い
た
長
江
顕
彰
会

の
活
動
こ
そ
顕
彰
さ
れ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
私
も
で
き
る
限

り
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

し
ん
じ
ょ
う

か

が

く

し

ん

ど

う

と

く

げ
い
じ
ゅ
つ

こ
の 

し
ゅ
う
き
ょ
う

さ

ん

み

い

っ

た

い
生田長江顕彰会によって、延暦寺境内に建立された顕彰碑（写真）。
彫刻家・辻晋堂（伯耆町出身）による構想をもとに造られ、碑面に
は、「現代日本文学全集第２８巻・長江集」の巻頭に書かれた長江の
筆跡による「一の信條」が彫られている。

生田長江の会　会長

河 中 信 孝さん
（日吉津村）



7 広報ひの

　

ま
ち
が
生
ん
だ
偉
大
な
文
芸

評
論
家
・
生
田
長
江
の
足
跡
や

人
物
を
知
る
た
め
の
、「
長
江

を
知
る
！
入
門
セ
ミ
ナ
ー
（
生

田
長
江
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

主
催
）
が
、
８
月
４
日
、
延
暦

寺
（
根
雨
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、　

月
ま
で
計
３
回

１０

開
か
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
第
１
回

目
と
し
て
、
講
師
に
生
田
長
江

の
会
会
長
の
河
中
信
孝
さ
ん

（
日
吉
津
村
）
を
招
き
、「
生
田

長
江
と
生
き
た
人
々
」
を
テ
ー

マ
に
、
長
江
の
生
い
立
ち
や
、

長
江
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
た

ち
な
ど
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い

な
語
り
口
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
延
暦
寺
は
、

長
江
が
少
年
時
代
に
住
職
か
ら

漢
学
な
ど
を
学
び
感
化
さ
れ
た

場
所
。
集
ま
っ
た
約　

人
の
参

３０

加
者
ら
は
、
開
け
放
さ
れ
た
本

堂
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
中
、

長
江
の
少
年
時
代
に
思
い
を
は

せ
な
が
ら
、
河
中
さ
ん
の
解
説

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　　

■「生田長江シンポジウム」
　

日　時　１０月２９日（日）
　　　　午後１時３０分～
会　場　町文化センター　ホール森の音楽隊
内　容　①基調講演　
　　　　　　講師：谷崎昭男氏（文芸評論家・相模女子大学教授）
　　　　　　

　　　　　 ②パネルディスカッション
　 　　　　　パネリスト：谷崎昭男氏、竹内道夫氏
　　 　　　　　　（文芸史家）、河中信孝氏（生田長江の会）
 

※入場無料。詳しくは町図書館（電話７２-１３００）まで。

■
生
田
長
江

　

入
門
セ
ミ
ナ
ー

入門セミナーの予定（入場無料）
●第２回　９月１４日（木）「青鞜と生田長江（仮題）」

●第３回　１０月２０日（金）「長江とニーチェ、詩人達に与えた影響（仮題）」

※時間はいずれも午後７時３０分から。会場は延暦寺（根雨）です。ぜひお越しください。

長江も学んだ延暦寺本堂。河中さんの言葉にうなずきながら学習

　　

■「生田長江
展示コーナー」
　

期間　１０月２０日（金）

　　　　～２９日（日）

会場　●町図書館　

　　　●日野総合事務所

内容　写真などのパネ
　　　　ル展示、書籍な
　　　　どの現物展示を
　　　　行います。
※詳しくは町図書館（電話７２-

１３００）まで。
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全
国
か
ら
選
手
が
集
う

　

７
月　

日
、
第　

回
中
国
山
地
日

３０

２９

野
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
鵜
の
池
湖
畔
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
を
は
じ
め
、
東

は
埼
玉
県
か
ら
、
西
は
九
州
な
ど
全

国
各
地
か
ら
約
３
０
０
人
の
選
手
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
鵜
の
池
湖
畔
を
１
周
す

る
２
・
３
㌔
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
４
・

６
㌔
、
６
・
９
㌔
の
３
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
Ａ
～
Ｓ
ま

で
の
全　

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
走
り

１７

ま
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
涼
し
い
風
が
吹
き
、

選
手
た
ち
は
さ
わ
や
か
な
天
候
の
中
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
を
走
り
抜

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
恒
例
の
み
そ
汁

サ
ー
ビ
ス
や
、
か
き
氷
、
ア
ユ
の
塩

焼
き
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
選
手
た

ち
に
好
評
で
し
た
。

大
会
結
果
（
町
内
入
賞
者
の
み
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

 

■
Ａ
ク
ラ
ス
（
小
学
女
子
２
・
３
㌔
）

５
位　

長
尾
彩
加
（
黒
坂
）　

分　

秒

１４

４７

　

■
Ｈ
ク
ラ
ス
（
小
学
男
子
２
・
３
㌔
）

４
位　

池
未
裕
輝
（
下
黒
坂
）　

分　

秒

１０

３５

 

■
Ｉ
ク
ラ
ス
（
中
学
男
子
４
･
６
㌔
）

２
位　

音
田
智
希
（
別
所
）　

分　

秒

１９

５４

３
位　

長
尾　

隼
（
下
黒
坂
）　

分　

秒

２０

００

５
位　

砂
原　

基
（
根
雨
）　

分　

秒

２１

２５

６
位　

小
谷
恭
平
（
津
地
）　

分　

秒

２１

５３

緊張の中、ランナーたちが一斉にスタート
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みごと３位入賞！

　

７
月　

日
、
第　

回
県
消
防
ポ
ン

１６

５２

プ
操
法
大
会
が
、
県
消
防
学
校
（
米

子
市
）
で
開
か
れ
、
県
内
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
選
手
ら
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
が
行
わ
れ
、

選
手
は
ポ
ン
プ
車
ま
た
は
小
型
ポ
ン

プ
を
使
っ
て
火
点
（
標
的
）
に
向
け

て
放
水
し
、
終
了
す
る
ま
で
の
一
連

の
動
作
の
正
確
さ
や
機
敏
さ
、
所
要

時
間
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
、
７
月
２
日
の
西
部
大
会

で
準
優
勝
し
た
第
１
分
団
が
出
場
し

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
、
卓
越

し
た
操
法
技
術
を
披
露
し
、
み
ご
と

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

整然と整列する選手たち

　
　

　
　
　

７
月　

日
豪
雨
災
害

１８

　

梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
７
月　

日
か

１８

ら　

日
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
り
、
西
日

１９
本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
ち
で
は
、　

日
夜
か
ら
降
り
続
い

１８

た
総
雨
量
が
根
雨
で
３
４
０
㍉
に
達
し
、

山
か
ら
の
土
砂
崩
れ
や
川
の
水
位
上
昇
に

よ
る
床
上
･
床
下
浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
、
町
道
な
ど
で
の
土
砂
崩

れ
や
道
路
の
崩
落
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

地元住民とボランティアセンターが協力して被災家屋を清掃（金持）

一斉に操作開始。この機敏さが勝負を分ける

７月１８日集中豪雨被害状況（７月２８日現在）
　

日野町災害対策本部設置状況：１９日午前１時設置→同日午

後６時廃止、総雨量（７月１９日午後５時現在）：根雨３４０㍉、

黒坂３１９㍉、床上浸水：１棟、床下浸水：４棟、最大避難者

数：２４人（８世帯）、農地被害：

水田法面崩壊４か所、農道：法面

崩壊５か所、水路：法面崩壊７か

所、取水せき：崩壊３か所、林道：

法面崩壊など１０か所、町道：法面

崩壊など３２か所 いたるところで土砂災害が発生

出場団員氏名（敬称略）
指揮者：継岩亨（副分団長）、１番
員：藤原康洋（団員）、２番員：奥田
研二（団員）、３番員：谷口若雄（班
長）、４番員：西村和宏（団員）、補
助員：佐々木信也（団員）
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子
ど
も
た
ち
に
魚
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
自
然
環
境
に
親
し
み
、
そ
の

大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
ア
ユ

つ
か
み
（
町
水
産
振
興
連
合
会
主
催
）

が
、
７
月　

日
、
町
内
の
保
育
所
で
開

２５

か
れ
ま
し
た
。

　

浅
く
水
を
張
っ
た
プ
ー
ル
に
ア
ユ

が
放
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ア
ユ
を
つ

か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

つ
か
ん
だ
ア
ユ
は
、
か
ら
揚
げ
に
し

て
こ
の
日
の
給
食
時
間
に
み
ん
な
で

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
も
ア
ユ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

｢ 先生、つかまえたよ !｣ 満面の笑顔で報告

本
番
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
　

月
に
公
演
す
る
町
民
ミ
ュ
ー
ジ

１２
カ
ル
「
け
い
太
の
見
た
夢
の
中
～
長
楽

寺
の
不
動
明
王
～
」
の
出
演
者
説
明
会

が
、
７
月　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

１４

開
か
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
応
募
し
た
出
演
者

　

人
を
前
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行

２８委
員
会
の
田
口
亨
会
長
が
「
平
成　

年
１４

の
国
民
文
化
祭
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ

の
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
今
年
で
５

年
目
に
な
り
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
の
中

に
も
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
指
導
す
る
先
生

の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞

い
て
、　

月
に
は
素
晴

１２

ら
し
い
舞
台
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
講
師
ら
の
紹
介
の

あ
と
、
さ
っ
そ
く
１
回

目
の
稽
古
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

稽
古
で
は
、
歌
唱
指

導
の
長
谷
川
愛
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、

基
本
的
な
発
声
練
習
や

口
の
開
け
方
な
ど
の
指

導
を
受
け
、
作
品
で
歌

う
曲
の
練
習
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、　

月
の

１２

公
演
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
毎
週
文
化
セ
ン

タ
ー
で
稽
古
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

大迫力！約７０人による合同演奏

　

吹
奏
楽
団
同
士
の
交
流
と
練
習
成
果
の

発
表
の
た
め
、
第
２
回
日
野
郡
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
７
月　

日
、
町
文

２９

化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
森
の
音
楽
隊
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

日
野
中
学
校
と
江
府
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
が
数
曲
を
披
露
し
た
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
の

県
警
音
楽
隊
も
力
強
い
サ
ウ
ン
ド
を
聴
か

せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
出
演
者
全
員
の
合
同
演
奏
が

あ
り
、
舞
台
い
っ
ぱ
い
の
楽
器
が
奏
で
る

迫
力
の
演
奏
に
、
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
音
楽
の
祭
典

大人も子どもも一緒に笑顔で歌う練習！
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■
「
日
野
町
国
民
保
護
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

 　

日
野
町
で
は
、
こ
の
た
び
国
民

保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
全
市
町
村
が
今
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
 

本
町
で
は
、
今
年
１
月
ご
ろ
か

ら
国
民
保
護
協
議
会
の
開
催
や
意

見
募
集
な
ど
を
行
い
、
６
月　

日
１３

付
け
で
鳥
取
県
知
事
の
同
意
を
得

ま
し
た
。

　

計
画
の
内
容
は
、
万
一
の
有
事

や
大
規
模
な
テ
ロ
の
発
生
に
備
え

て
普
段
か
ら
準
備
し
て
お
く
事
項

か
ら
、
有
事
等
の
際
の
住
民
の
避

難
誘
導
な
ど
の
対
処
方
法
や
、
復

興
ま
で
の
対
策
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　

計
画
書
は
、
役
場
総
務
企
画
課

と
黒
坂
支
所
の
窓
口
で
、
９
月　
２９

日
（
金
）
ま
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
野
町
役
場

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当　

総
務
企
画
課
防
災
係　

伊

田
（
電
話　

‐
０
３
３
１
）

７２

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度
の

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
な
い
障

害
者
の
人
に
つ
い
て
、
特
別
障
害

給
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
昭
和　

年
６１

３
月
以
前
に
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
ま
た
は
受
給
な
ど
を
し

て
い
た
人
の
配
偶
者
と
、
平
成
３

年
３
月
以
前
に
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
学
生
で
、
当
時
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
が
あ

り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
、

２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
で
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害

厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど

を
受
給
す
る
こ
と 
が
で
き
る
人

は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
給
付
金
の
支
給
は
、
請

求
書
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
米
子
社
会
保
険
事

務
所
（
電
話 
０
８
５
９
‐　

‐
６

３４

１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
行
政
書
士
無
料
相
談
所

　
　

　

県
行
政
書
士
会
西
部
支
部
で
は
、

遺
言
･
相
続
･
離
婚
・
悪
徳
商
法

被
害
･
交
通
事
故
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
付

け
る
無
料
相
談
所
を
、
毎
月
第
１

土
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
２
日
（
土
）、　

月
１０

７
日
（
土
）、　

月
４
日
（
土
）、

１１

　

月
２
日
（
土
）

１２時
間　

午
前　

時　

分
～
午
後
３

１０

３０

時
ま
で

場
所　

米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
（
行
政

書
士
は
、
法
律
で
厳
し
い
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。）

http://www.town.hino.tottori.jp/

　８月３日、町役場で納税組合長会議を開きました。
　はじめに、１０年にわたり納税組合長を務められて
いる山根靖代さん（黒坂 1区 1班納税組合長）と長谷
部正人さん（黒坂 1 区 2 班納税組合長）に感謝状を贈
りました。
　その後、納税組合に関すること、町税などの改正点
などについて、住民課から次のとおり説明しました。

■主な説明事項
 

①納税組合報奨金の率の改定について
　平成１８年度は年度内納付１００㌫ の組合は３.０㌫、
１００㌫ 未満の組合は０.９㌫ としていますが、平成１９
年度はそれぞれ２.５㌫と０.７㌫、平成２０年度はそれぞ
れ２.０㌫ と０.５㌫ に改定します。
　
②平成１７年度町税収納状況及び平成１８年度町税賦課

状況について、それぞれ説明しました。

③町税等の主な改正点について
　

　町県民税…老年者控除の廃止（４８万円→廃止）
　　　　　　公的年金等控除の見直し
　　　　　　定率減税の縮減（１５㌫ →７.５㌫）
　

　固定資産税…税率の改正（１.５㌫→１.６㌫、※１０年　
　　　　　　間の時限措置）
　

　国民健康保険税…４０歳以上６５歳未満の人にかかる　　
　　　　　　　介護保険分の税率及び限度額の変更
　
　介護保険料…保険料段階を６段階に改正

このほか、町税について詳しくは、
役場住民課（電話７２‐０３３３）までお問合せください。

■納税組合長会議を開きました。
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■虐待を受けたと思われる児童を見つけたら、役場、児童相談所に相談･通報し

てください。
　相談 ･通報を受けた役場、児童相談所は、子どもの身柄の安全確認、緊急性の有無の判

断をし、児童の保護や親と子どもへのカウンセリングなど、適切な援助計画を立てます。　

　また、誰が相談・通報したかを漏らすことはありません。
　

■子育ての悩みをひとりで抱えていませんか？
　子育てで不安になったり、イライラしていませんか？

完璧な子育てなどありません。誰もが悩んだり、不安に

なったりします。気軽に相談してみましょう。
　

■児童虐待の通報 ･相談はこちらまで。

　自分が虐待をしてしまいそうだと感じたときもご相談

ください。
　

　●県米子児童相談所（電話０８５９‐３３‐１４７１）
　

　●役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

気
づ
い
た
ら　

　
　
　
　

支
え
て
知
ら
せ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
守
っ
て　

身体的虐待
子どもを殴る、蹴る、たばこ

の火を押しつける、首をしめ

る、熱湯をかける、異物を飲

ませる、戸外に閉め出すなど。

ネグレクト（養育放棄など）
児童に食事を適切に与えな

い、衣類を着替えさせないな

どひどく不衛生なままにす

る、医師の診察を受けさせな

い、登校させない、車内 ･ 室

内に置き去りにするなど。

性的虐待
子どもに性的行為を強要す

る、性器や性交を見せる、ポ

ルノ写真の被写体にするな

ど。

心理的虐待
言葉による脅かし、子どもに

対する無視や拒否的態度、兄

弟姉妹間での著しい差別的

態度など。

保護者以外の同居人に

よる児童虐待と同じ行

為を保護者が見て見ぬ

ふりをしている場合も

ネグレクトの一類型と

して児童虐待になりま

す。

また、児童の目の前で

配偶者（事実婚を含む）

に対する暴力が行われ

ていることなど、児童

への被害が間接的なも

のについても児童虐待

になります。

■どんなことが児童虐待に

なるの？

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

 

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
相

談
・
通
報
を

 

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

 

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

 

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

　

県
内
の
児
童
相
談
所
に

お
け
る
児
童
虐
待
相
談
処

理
件
数
は
、
こ
こ
数
年
急

増
し
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
る
子
ど
も
を
見

つ
け
た
り
、
ま
た
、
自
分
自

身
が
虐
待
を
し
て
し
ま
い

そ
う
だ
と
感
じ
た
ら
、
ま

ち
や
児
童
相
談
所
に
相
談

し
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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黒
坂
診
療
所
、
日
野
病
院
な
ど
と
連
携
し
た

保
健
・
予
防
・
医
療
・
介
護
の
充
実
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
病
院
長　
　

櫃　

田　
　

豊

　

　

本
年
７
月
よ
り
、
浜
副
隆
一
先

生
の
後
任
と
し
て
日
野
病
院
組
合

日
野
病
院
の
病
院
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
自
己
紹
介
を
兼

ね
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和　

年
に
鳥
取
市
で
生

３０

ま
れ
、
昭
和　

年
に
鳥
取
大
学
医

５５

学
部
を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
鳥
取
大
学
医
学
部
内
科
学
第
三
教
室
（
現
在
は
分
子
制
御
内

科
学
教
室
）
に
入
局
し
、
助
手
、
講
師
を
経
て
平
成　

年
３
月
に
辞
職
す

１７

る
ま
で
助
教
授
を
務
め
ま
し
た
。
専
門
は
呼
吸
器
内
科
学
、
腫
瘍
内
科
学

で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
副
病
院
長
と
し
て
日
野
病
院
に
勤
務
し
、
診
療

１７

の
傍
ら
病
院
の
現
状
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
６
月
、
日
野
病
院
組
合
が
管
理
運
営
す
る
介
護
老
人
保
健

施
設
「
あ
や
め
」
が
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
野
病
院
、

黒
坂
診
療
所
、
在
宅
介
護
支
援
事
務
所
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
、
保
健
・
予
防
か
ら
医
療
、
さ
ら
に
は
介
護
・
福
祉
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
利
点
と
し
ま
し
て
は
、
例
え
ば
患
者
の
皆
様
は
急
性
期
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
医
療
な
ど
、
総
合
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
利
便
性
が
向
上
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
サ
ー
ビ
ス
施

設
間
に
お
い
て
、
お
互
い
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
治
療
の
継
続
性
が
も

た
ら
さ
れ
ま
す
。

　

日
野
病
院
組
合
の
当
面
の
目
標
は
、
こ
の
新
し
い
体
制
を
充
実
・
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

て
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

男
性
の
料
理
教
室

　

７
月　

日
、
男
性
の
料
理
教
室

１６

を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
頃
か
ら
料
理
に

関
心
の
あ
る
男
性
７
人
が
参
加
、

講
師
の
指
導
で
見
事
な
腕
前
で
手

際
よ
く
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ア
ジ
の
か
り
か

り
揚
げ
、
肉
じ
ゃ
が
、
な
す
の
み

そ
汁
な
ど
５
種
類
。
参
加
者
は
出

来
映
え
に
満
足
し
な
が
ら
試
食
し

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
あ
と
２
回
開
く
予

定
で
す
。
料
理
に
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
会
員
募
集

徒
歩
の
人
も
歓
迎
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
会
員
が
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
で
自
主
的
に
町
内
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徒
歩
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
申
込
み
は
協
議
会
事

務
局
（
町
公
民
館
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
生
田
英
明
さ

ん
が
加
入
さ
れ
、
会
員
は
現
在
２

５
人
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●健康ひと口メモ
　毎日暑い日が続いています
が、皆さん体調はどうですか？
このようなときは、「じゅうぶ
ん睡眠をとる」、「バランスのと
れた食事をする」、「適度な運動
をする」を心がけて、規則正し
い生活で夏バテを防ぎましょ
う。

ジャガイモの皮むきもお手のもの



　

こ
れ
か
ら
の
地
域
子
ど
も
教

室
の
予
定
で
す
。

■
８
月　

日
（
火
）

２２

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑥（
町
公
民
館
）

 

■
８
月　

日
（
火
）

２２

小
学
生
ふ
る
さ
と
教
室
（
５
・
６

年
生
対
象
、
根
雨
方
面
）

 

■
８
月　

日
（
水
）

２３

子
ど
も
音
楽
教
室
⑤
（
町
公
民
館
）

 

■
９
月
２
日
（
土
）

子
ど
も
お
菓
子
作
り
教
室
（
町
公
民
館
）

 

■
９
月　

日
（
火
）

１２

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑦
（
開
発
セ

ン
タ
ー
）

 

■
９
月　

日
（
土
）

１６

ハ
ゼ
釣
り
（
境
港
市
）

 

■
９
月　

日
（
火
）

２６

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑧（
町
公
民
館
）

 

■
９
月　

日
（
土
）

３０

子
ど
も
お
菓
子
作
り
教
室
（
開
発

セ
ン
タ
ー
）

 

■　

月
７
日
（
土
）

１０
遺
跡
め
ぐ
り
（
米
子
市
淀
江
）

 

■　

月　

日
（
火
）

１０

１０

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑨
（
開
発
セ

ン
タ
ー
）

 

■　

月　

日
（
土
）

１０

２１

子
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
（
開
発

セ
ン
タ
ー
）

 

■　

月　

日
（
火
）

１０

２４

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑩
（
町
公
民

館
）

■　

月　

日
（
土
）

１０

２８

子
ど
も
自
然
観
察
（
鵜
の
池
）　

　

※
詳
し
い
内
容
等
は
学
校
な
ど

を
通
じ
て
、
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
お
問
合
せ
は
町
公
民
館
）

ま
で
。

子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
事
業
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町
公
民
館
が
行
っ
て
い
る
公

民
館
事
業
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
公
民
館
（
電
話　

‐
７４

０
２
１
２
）

●
８
月　

日
（
火
）
太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２２

 

●
８
月　

日
（
水
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
（
日
野
中
体
育
館
）

２３

 

●
８
月　

日
（
木
）
健
康
教
室
（
町
公
民
館
）

２４

 

●
８
月　

日
（
金
）
ゴ
ル
フ
教
室
（
日
野
高
校
黒
坂
校
舎
）

２５

 

●
８
月　

日
（
日
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
日
野
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

２７

 

●
８
月　

日
（
水
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
（
日
野
中
体
育
館
）

３０

 

●
９
月
１
日
（
金
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
日
野
中
体
育
館
）

　

●
９
月
２
日
（
土
）
カ
ヌ
ー
教
室
（
安
原
カ
ヌ
ー
の
里
）

 

●
９
月
５
日
（
火
）
太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●
９
月
６
日
（
水
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●
９
月
７
日
（
木
）
健
康
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●
９
月
８
日
（
金
）
ゴ
ル
フ
教
室
（
日
野
高
校
黒
坂
校
舎
）

●
９
月　

日
（
火
）
太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

１２

 

●
９
月　

日
（
水
）
夜
間
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●
９
月　

日
（
木
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
（
日
野
中
体
育
館
）

１４

 

●
９
月　

日
（
火
）
太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

１９

 

●
９
月　

日
（
水
）
夜
間
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

２０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●
９
月　

日
（
木
）
健
康
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２１

 

●
９
月　

日
（
金
）
ゴ
ル
フ
教
室
（
日
野
高
校
黒
坂
校
舎
）

２２

　

詳
し
い
内
容
は
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
事
務
局
（
電
話

　

‐
２
３
２
３
）
ま
た
は
町
公
民
館
に
お
問
い
合
せ

７２く
だ
さ
い
。

日時　９月１５日（金）９：００～１２：３０

場所　町公民館

内容　■一般教養講座

　　　「火災予防について（防火訓練）｣

　　　講師：江府消防署

　　　お誘いあわせ参加ください。　

　　　■グループ専門講座

公民館ロビー展

　（９月１６日まで）

　公民館グループの町墨彩会の会員による作品

展を開いています。どうぞご覧下さい。（花・

草・風景などを、墨や朱で写生されたものです）

展示時間＝８：３０～１７：３０

※町公民館では、グループや個人の絵画、写真、

手芸などの作品展示を企画していますので、出

品希望がありましたらご連絡ください。

地域子ども教室の様子です（左 :おしばな教室、右：花植え教室）
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星 
に 
願 
い
を

ほ
し 

ね
が

　　

つ
く
し
ん
ぼ
の 
会 
（ 
親
子  
読 
み

か
い 

お

や

こ
 
よ

 
聞 
か
せ
の

き

 
会 
）
が
「
た
な
ば
た

か
い

 
会 
」

か
い

を
７ 
月 
７ 
日 
に 
開 
き
ま
し
た
。

が
つ 

か 

ひ
ら

　
 

当
日 
は
、
１ 
歳 
か
ら 
小
学
生 

と
う
じ
つ 

さ
い 

し
ょ
う
が
く
せ
い

ま
で
の 
子 
ど
も
た
ち
と 
保
護
者 

こ 

ほ

ご

し

ゃ

ら
も 
一
緒 
に 
参
加 
し
ま
し
た
。　

い
っ
し
ょ 

さ

ん

か

　
 

最
初 
に
、 
天 
の 
川 
に
ち
な
ん

さ
い
し
ょ 

あ
ま 

が
わ

だ
「
ふ
た
ご
の 
星 
」
の 
紙
芝
居 
を

ほ
し 

か

み

し

ば

い

 
上  
演 
し
た
あ
と
、 
色 
と
り
ど
り

じ
ょ
う 
え
ん 

い
ろ

の 
短
冊 
に
そ
れ
ぞ
れ
の 
願 
い 
事 

た
ん
ざ
く 

ね
が 

ご
と

を 
書 
い
て
、 
集
会
所  
玄
関 
の

か 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

げ
ん
か
ん

 
掲
示  
板 
に
つ
る
し
ま
し
た
。

け

い

じ
 ば
ん

　
 

昔 
は 
竹
笹 
に
つ
る
し
て 
川 
に

む
か
し 

た
け
ざ
さ 

か
わ

 
流 
し
た
も
の
で
す
が
、 
今 
は

な
が 

い
ま

 
環
境
問
題 
に
な
る
の
で 
流 
す
こ

か
ん
き
ょ
う
も
ん
だ
い 

な
が

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の 
気
持 
が

き

も

 
星 

ほ
し

に 
届 
き
、

と
ど

 
願 
い
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に
…
。

ね
が

 
日
野
高
校 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ひ

の

こ

う

こ

う

　　

８ 
月  
１
日 
、 
日
野
高
校 
の 
社
研 

が
つ 
つ
い
た
ち 

ひ

の

こ

う

こ

う
 

し
ゃ
け
ん

 
部 
の 
生
徒 
７ 
人 
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ぶ 

せ

い

と
 

に
ん

ワ
ー
ク
で 
隣
保
館 
を 
訪 
れ
ま
し
た
。

り

ん

ぽ

か

ん 

お
と
ず

　

こ
の 
日 
は
、 

元
隣
保
館
長 
で
、

ひ 

も
と
り
ん
ぽ
か
ん
ち
ょ
う

 
歴
史 
に 
詳 
し
い 
佐
々
木  
武
彦 
さ
ん

れ

き

し
 

く
わ 

さ

さ

き
 
た
け
ひ
こ

（ 
秋
縄 
）
を 
迎 
え
、 
下
榎  
地
区 
に

あ
き
つ
な 

む
か 

し
も
え
の
き 

ち

く

あ
る 
摩
利
支
天  
神
社 
や 
五
輪 
の 
塔 

ま

り

し

て

ん
 じ
ん
じ
ゃ 

ご

り

ん
 

と
う

な
ど
、 

地
区  
内 
に 
残 
る
さ
ま
ざ
ま

ち

く
 
な
い 

の
こ

な 
事 
が
ら
に
つ
い
て
、 

分 
か
り
や

こ
と 

わ

す
く 
説
明 
し
て
い
た
だ
い
た 
後 
、

せ
つ
め
い 

あ
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を 
行 
い
ま
し

お
こ
な

た
。

　
　
 

度 
を 
越 
え
る 
猛
暑 
の 
中 
、 

生 

ど 

こ 

も
う
し
ょ 

な
か 

せ
い

３０

 
徒 
ら
は

と

 
佐
々
木 

さ

さ

き

さ
ん
に 
聞 
い
た 
説 

き 

せ
つ

 
明 
を 
思 
い 
浮 
か
べ
、 

実
物 
を 
見 
て

め
い 

お
も 

う 

じ
つ
ぶ
つ 

み

よ
り 
深 
く 
学
習 
で
き
た
よ
う
で
す
。

ふ
か 

が
く
し
ゅ
う

９ 月  １日 から 小中学校 で２ 学期 が 始 まります。
が つ  ついたち しょうちゅうがっこう が っ き  はじ

　

　 夏休 みもあとわずかとなりました。 皆 さんにとってどんな
なつやす みな

 夏休 
なつやす

みだったでしょうか？たくさんの 思 い 出 ができたかな？
おも  で

 隣保館 にも 地区  内外 からたくさんの 人 たちが、 勉強 や 遊 びに
り ん ぽ か ん  ち く  ないがい ひ と  べんきょう あそ

きてくれて、 毎日  子 どもたちの 元気 な 声 が 聞 こえています。
まいにち こ げ ん き  こえ  き

　９ 月 から、２ 学期 が 始 まりますね。 先日 、まちでも 防犯 パト
がつ  が っ き  はじ  せんじつ ぼうはん

ロール 協議会 が 結成 され、青
きょうぎかい けっせい あお

   パトのお 披露目  式 もおこなわれ
ひ ろ め  し き

ました。 会員 だけではなく、 今後 も 住民  一人一人 が 声 をか
かいいん こ ん ご  じゅうみん ひ と り ひ と り  こえ

けあって 安全 ・ 安心 な 地域 づくりをめざしましょう。
あんぜん あんしん ち い き

９ 月 の 学習講座  予定 です。
がつ  がくしゅうこうざ よ て い

　

 木工 講座
もっこう こ う ざ

    ：５ 日 （ 火 ）・１２ 日 （火） 午前 ９ 時 ～
か か にち  ご ぜ ん  じ

　　　　　 下榎集会所 （ 講師 ： 原広之 さん）
しもえのきしゅうかいしょ こ う し  はらひろゆき

 編 み 物 講座
あ もの

    
こ う ざ

：９日（ 土 ） 午後 ７時～
ど ご ご

　　　　　 老人  憩 の 家 （講師： 安達  利子 さん）
ろうじん いこい いえ  あ だ ち  と し こ

 生活 の知恵    講座
せいかつ ち え

    ：１６日（土）午後７時～
こ う ざ

　　　　　下榎集会所（講師： 恩田  記子 さん）
お ん だ  ふ さ こ

 生 け花   講座
い ばな

    
こ う ざ

：１９日（火）午後７時３０ 分 ～
ぷん

　　　　　下榎集会所（講師： 生田  清子 さん）
い く た  き よ こ

　

※ 受講生 を 募集 しています。お 問合 せは隣保  館     へ
じゅこうせい ぼしゅう といあわ り ん ぽ か ん

※お 詫 びと訂正
わ ていせい

    　 先月号 の「
せんげつごう

 部落解放人権尊重標語 
ぶらくかいほうじんけんそんちょうひょうご

」の 入選作品 の 中 で 阿部  瑞季 さんの 標語 を 間違 って 紹介 していま
にゅうせんさくひん なか あべ みずき ひょうご まちが しょうかい

した。 正 しくは「いっしょにあそぼ　みんなであそぼ」です。 訂正 してお 詫 びいたします。
ただ ていせい わ

なにをおねがいしたのかな ?
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●図書館おはなし会
 

９月１６日（土）１０：００～
　

　おじいちゃん・おばあちゃんの本、

絵本やおはなしなどを楽しみましょ

う（無料）

 ■９月のおはなし：「おばあちゃんす

ごい」ほか

●木のおもちゃづくり
９月１７日（日）

１０：００～（図書館車庫）
　

　お月見うさぎなど、季節の組み木

をつくりましょう！（要材料費）

９月１日（金）～
　　　　　２９日（金）
　

わたせのぶあきさんの版画

と動物の本を展示します。

協力：県立図書館

●９月のホールイベント

サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
講
座
の
ご
案
内

　

図
書
館
で
は
、
県
立
図
書
館

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
情
報
ハ
イ

ウ
ェ
イ
）
を
結
び
、
県
立
図
書
館

で
行
っ
て
い
る
講
座
が
生
中
継

で
同
時
に
受
講
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
図
書
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

●
８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２６

１０

　

分
～
正
午

３０テ
ー
マ
「
美
味
し
い
お
米
･
健

康
に
良
い
お
米
」

　

講
師　

田
中
朋
之
氏
（
鳥
取

大
学
農
学
部
助
教
授
）

 

●　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１０

２８

１０

　

分
～
正
午

３０テ
ー
マ
「
食
品
品
質
の
変
化
と

管
理
」

　

講
師　

石
川
行
弘
氏
（
鳥
取

大
学
地
域
学
部
教
授
）

 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
図
書
館
参

考
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
す
（
参
加

無
料
）。

本物の舞台芸術
体験事業
 

と　き　　９月８日（金）１３:３０～
ところ　　町文化センター　ホール森の音楽隊
対　象　　町内小学生と保護者
出　演　　三遊亭歌之介ほか

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

　
　
　

月
公
演
に
向
け
て
稽
古
開
始
！

１２

　　
　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

７
月
か
ら
、
渡
辺
勝
子
先
生
（
Ｆ
Ｃ
企
画
）
の
指
導
の

も
と
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

出
演
者
は
、
町
内
を
中
心
と
し
た
小
中
学
生
と
大
人

　

人
。
夏
休
み
も
歌
や
ダ
ン
ス
、
演
技
の
稽
古
に
一
生

２８懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

月
に
は
皆
さ
ん
に
感
動

１２

の
舞
台
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
ね
。

　
演
目
は
「
け
い
太
の
見
た
夢
の
中
～
長
楽

寺
の
不
動
明
王
～
」

 　

今
回
上
演
す
る
作
品
は
、
長
楽
寺
（
下
榎
）
に
あ
る

国
の
重
要
文
化
財
の
不
動
明
王
像
に
ち
な
ん
で
、
現
代

の
少
年
が
不
動
明
王
に
連
れ
ら
れ
て
元
禄
時
代
の
日
野

の
里
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
そ
こ
で
見
た
昔
の
人
び

と
の
生
活
や
心
の
交
流
な
ど
を
描
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

作
品
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　ス

タ
ッ
フ
募
集
中
！

　　
　

月　

日
公
演
の
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
小
道
具
･

１２

１７

大
道
具
や
衣
装
な
ど
を
作
っ
た
り
、
稽
古
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
Ｏ
Ｋ
！
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
お
問
合
せ
・

お
申
込
み
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
文

化
セ
ン
タ
ー
内　

電
話　

‐
１
３
０
０
）
ま
で
。

７２

ホール・ホワイエ　黒坂アートフラ

ワー同好会「四季の花展示 ｣



　暑かった夏を過ごし、日に焼けた子どもたちはたく

ましく、ひとまわり大きくなりました。

　９月は過ごしやすくなる季節です。室内では折り

紙をしたり、天気のよい日には外で体を動かし、のび

のびと遊びましょう。

　お友だちを誘って、ぜひ遊びに来てくださいね。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　　　　　　　　　　　　( 電話７２－０２３８)

○印が実施日です

６日は折り紙の日、２０日は園庭散歩・砂遊びの日、

２７日はおはなし会です。

※１３日は運動会準備のためお休みします。

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

梅
雨
こ
と
に
人
の
灯
恋
し 
山
居 
か
な
（
講
師
）

谷   　

悦
子

さ
ん
き
ょ

　　

今
日
散
る
も
た
ゆ
ま
ず
咲
い
て
夏
椿　
  　

安
達
つ
る
ゑ

　　

六
月
の
花
嫁
ま
こ
と
に
よ
く
笑
ふ　
　

荒
木　

習
子

　　

捨
臼

    

は
十
薬  
侍

す

て
う

す

     

り
王
と
座
す　
　
　
 　

勝
瀬　

京
子

じ
ゅ
う
や
く
は
べ

　　
 
紫
陽
花 

あ

じ

さ

い

の
雨
に 
彩 
置
く
日
々
な
り
き　
　

金
川　

昭
子

い
ろ

　　
 
啼 
く 
烏 
応
へ
る
烏
夏
の
朝　
　
　
　
　

川
上　

文
子

な 

か
ら
す

　

栗
の
花
火
の
見
や
ぐ
ら
の
残
る
村   　
 

久
城　

霞
渓

　
　

　
 

形
代 
や
た
め
ら
い
も
な
く
数
へ
年    　

徳
本
千
鶴
子

か

た
し

ろ

　
 
鳶
職 
の
鉄
骨
跨
ぐ
梅
雨
晴
間　
　
　
　

真
壁
富
貴
枝

と
び
し
ょ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

届
出　

７
月　

日
～
８
月
８
日   
敬
称
略

１１

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

８
月
届
出
分

頭
本　

実
玖      
敏
仁
･
美
奈   
女
の
子  
根
雨

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

７
月
届
出
分

田
辺
喜
美
恵　
　
　

歳　
　

野
田

６４

頭
本
つ
や
子　
　
　

歳　
　

下
黒
坂

８６

　

８
月
届
出
分

谷
口　

勇
夫　
　
　

歳　
　

下
榎　

９４

■郷土の誇り生田長江。子どもの頃、
延暦寺の坂の前を通るたびに「イクタ
ナガエって誰？」と思っていた愚かな
ワタクシ…。記事を書くための資料を
読んでいくうちに、当時の日本を代表
する文芸評論家・翻訳家・作家だった
ことを実感し、いつか長江の著作を読
んでみよう！と思ったのもつかの間、
今度は ｢ニーチェって何した人？」状
態に。長江研究の道は遠い…。　　（i)

鳥取県の総合情報誌　鳥取ＮＯＷ 第７１号　９月１日発売！巻頭特集｢時空を越えて～役行者と
三徳山～」：今年開山１３００年を迎える三徳山の投入堂の謎や役行者の人物像に迫ります。そのほか、特集では、西日本最大級の大

山のブナ林が育む動植物などを紹介します。■１冊３００円　■最寄りの書店または役場総務企画課で購入できます。

　女性団体「 生材 の会」の会長として活動され
み き

るほか、女性教育、男女共同参画などについて
実践活動されている恩田さん。「地域の皆さん
に育てていただいて、自分ができることをして
きたつもりですが、また皆さんからもいろいろ
なことをお返しにいただきました。生きている
間、この思いをまた地域にお返しできればと
思っています」と、喜びを語ってくださいました。

長
年
の
社
会
教
育
活
動
を
た
た
え
る

　

～
恩
田
記
子
さ
ん
に
表
彰
状
～　

　　

平
成
２
年
か
ら
、
通
算　

年
９
ヶ
月

１１

に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
を
つ
と
め

た
恩
田
記
子
さ
ん
（
下
菅
）
に
、
県
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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長月（ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ）

　隣保館生活の知恵講座
　下榎集会所　午後７時～

土１６金 １

日１７土 ２
　敬老の日　※可燃ごみの収集は休みます。該当地
　区は１９日（火）に収集します。

月１８日 ３
　３歳児健診　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火１９　健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ４

　隣保館生け花講座
　下榎集会所　午後７時３０分～

　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）

　※月曜日と火曜日の地区の可燃ごみを収集し
ます。

　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時火 ５
　ペットボトルの収集日（７・８・９班）水２０　心配ごと・子育て・高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時

　乳がん・甲状腺がん・子宮がん検診　町公民館

　受付：午後１時～午後２時
木２１

　乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分

　※金曜日と土曜日の地区の可燃ごみを収集し
ます。金２２　隣保館木工講座　下榎集会所　午前９時～

　秋分の日　※可燃ごみの収集は休みます。該当地
　区は２２日（金）に収集します。

土２３　ペットボトルの収集日（１・２・３班）水 ６
　町民体育祭

　根雨地区大会：根雨小校庭、黒坂地区大会：黒坂小校庭
日２４　年金相談　開発センター

　午前１０時～正午、午後１時～午後３時
木 ７

　乳がん・甲状腺がん・子宮がん検診　町公民館

　受付：午後１時～午後２時
月２５金 ８

　古紙の収集日（根雨・日野地区）　隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土 ９

火２６日１０

水２７
　基本健康診査・肺がん ･ 胃がん・大腸がん検診

　開発センター（受付時間はページ左をご覧ください）
月１１

　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２８　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）

　幼児歯科検診・フッ素塗布　開発センター

　受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分
金２９

　基本健康診査・肺がん ･ 胃がん・大腸がん検診

　開発センター（受付時間はページ左をご覧ください）
火１２

土３０　隣保館木工講座　下榎集会所　午前９時～

　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）

　行政相談　開発センター　午前９時～正午水１３
　ペットボトルの収集日（４・５・６班）

　不要犬・猫引取り日　日野保健所木１４

金１５
直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐1191下榎集会所 役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

９月のミニギャラリー情報
■根雨郵便局： 開催中～８月２１日まで
　 ９月１５日～
■日野総合事務所１階： 開催中
■山陰合同銀行根雨支店： ９月４日～
２９日まで
■蔵美術館（上菅）： ９月１日～１０
月中旬

国民健康保険税３期分、介護保険料３期分の納期限
は です。

※
基
本
健
康
診
査
・
肺
が
ん
･
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
受
付
時
間
…
胃
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
～
午
前
９
時
、
基
本
健
康
診
査
＝
午
前
８
時　

分
～
午
前
９
時　

分
、
午
後
１
時
～
午
後
２
時
、
大
腸
が
ん
検

３０

３０

診
＝
午
前
８
時
～
午
前
９
時
、
午
後
１
時
～
午
後
２
時
、
肺
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時　

分
～
午
前
９
時　

分
、
午
後
１
時
～
午
後
２
時
。（
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
な
る
べ
く
午
後
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

３０

３０
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７
月　

日
夜
半
の
大
雨
、
被
害
に
遭
わ
れ

１８

た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
真
っ
暗

な
闇
の
中
、
日
野
川
の
水
か
さ
が
ど
ん
ど
ん

増
え
、
観
察
小
屋
も
１
メ
ー
ト
ル
浸
水
し
ま

し
た
。
消
防
や
役
場
、
近
所
の
方
が
ず
っ
と

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
小

屋
は
残
り
ま
し
た
。
夜
が
白
々
と
明
け
る
頃
、

小
屋
の
腰
板
２
枚
と
と
も
に
、
心
配
や
不
安

も
一
緒
に
日
野
川
に
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
手
伝
う
よ
。
ま
た
一
か
ら
や
り
直
そ
う
」そ

う
言
っ
て
く
れ
る
仲
間
が
い
た
か
ら
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

浸
水
１
メ
ー
ト
ル

『輪になって、和になって』撮影●岡行男さん（根雨）
※根雨高校第８回生交友誌「北東風」より

③

④
・ ・ ・

　　

７
月
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が　

 　

か
ね
て
か
ら
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
梅
雨
末
期
の

豪
雨
が
、
７
月　

日
夜
半
か
ら　

日
未
明
に
か
け
て

１８

１９

降
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
降
り
始
め
か

ら
の
総
雨
量
は
、
黒
坂
で
３
１
９
ミ
リ
、
根
雨
で
は

３
４
０
ミ
リ
を
記
録
し
、
門
谷
で
は
、　

日
午
後　

１８

１０

時
か
ら
の
１
時
間
で　

ミ
リ
の
時
間
降
雨
量
を
記
録

４６

し
ま
し
た
。
短
時
間
の
降
雨
で
は
近
年
記
憶
に
な
い

豪
雨
と
な
り
、
町
内
各
地
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

不
安
と
ご
心
配
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

も
っ
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
で
道
路
の
通
行
止
め
、
用
水
路
の

崩
落
、
ま
た
家
屋
の
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
が
あ
り
、

日
野
町
関
係
（
県
は
除
く
）
の
被
災
箇
所
は
７
月
末

現
在
で　

か
所
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
災
害

７３

査
定
を
受
け
な
が
ら
、
急
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
復
旧
に
向

け
て
作
業
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

金
持
集
落
で
は
、
床
上
浸
水
家
屋
の
後
片
付
け
を

集
落
総
出
で
泥
だ
ら
け
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
作
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月　

日
に
は
東
京
の
金
持
会
に
出
席
し

１１

ま
し
た
。
日
野
郡
出
身
者
約　

人
が
集
合
さ
れ
て
お

２０

り
、
皆
さ
ん
日
野
町
の
こ
と
が
気
が
か
り
の
よ
う
で

し
た
。
私
も
現
状
を
お
話
し
し
、
質
問
を
受
け
な
が

ら
再
建
に
向
け
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

米
子
か
ら
は
、
榎
市
出
身
の
柴
田
洋
司
さ
ん
も
参
加

さ
れ
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
披
露
、

や
ん
や
の 
喝
采 
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各
地
の
出
身

か
っ
さ
い

者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
良
い
知
恵
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
８
月
４
日
記
）

　　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　
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弘

第５回


